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（１）実施体制 

 【都道府県事務局型】 

  株式会社ジェイアール東日本企画が本事業の受託者となった。 

 

 ■実施体制図（図①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加店募集・回収、換金業
務、問合せ対応等】 

JTB 

ライト・エージェンシー 

【食事券販売窓口】 

福島県内８信用金庫 

６商工会議所 

１０道の駅 

１０商業施設・スーパー等 

 

【協力団体・事業者等】 

・福島県内各商議所 

・福島県内各商工会 

【参加飲食店】 

福島県内の 

2,947店舗 

 

 

【外注業者】 

・DNP 

（食事券印刷、使用 

済食事券読込等） 

・ALSOK 

（食事券輸送・保

管） 

 

【事務局】  

ジェイアール東日本企画 

 
発
注 

納
品 連携 

案内 

案内・登録 
食事券回収 
代金支払い 

案内・登録 
食事券回収 
代金支払い 
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【共通】対象となる飲食店 

 

① 加盟店登録の流れ 

  ○加盟店募集(ﾁﾗｼ、DM、新聞広告、HP等) 

    ↓ 

  ○加盟店申込書及び参加登録申請書受付 

    ↓ 

 ○参加飲食店同意書（P4の図③参照）提出依頼 

    ↓ 

 ○参加飲食店同意書受付、店舗・業態等確認(HP・TELにて確認) 

    ↓ 

 ○加盟店承認 

    ↓ 

 ○加盟店スターターグッズ送付 

   ■加盟店スタータ―グッズを紹介する公式 HP内の表示（図②） 
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 ■参加飲食店同意書（図③） 
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（２）食事券の発行、販売、回収 

  ① 食事券は、500円券および 1,000円券とし、総額 12,500円分の食事券

セットを 10,000円で販売した。なお、全て紙媒体での発行とした。 

    □販売期間 令和２年 11月２日から令和３年６月 30日まで 

     ※令和２年 12月 28日～令和３年 2月 14日、5月 15日～6月 7日は 

販売を停止した。 

    □利用期間 令和２年 11月２日から令和３年７月 31日まで 

□発行した食事券 

     ○1,000円券×480万枚、500円券×240万枚 

            480,000セット 額面総額 6,000,000,000円分 

     ○販売セット数：467,207セット額面総額 5,840,087,500円分 
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■食事券裏面（図⑦） 

■1,000 円食事券（図⑤） 

■食事券表紙（図④） 

 

光沢潜像印刷 

■500 円食事券（図⑥） 

「有効期限」 

「釣銭が出ない表示」 

「釣銭が出ない表示」 
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  ■食事券販売場所一覧（表①） 

販売窓口 販売場所 
販売 

セット数 

1,000円

(枚) 

500円 

(枚) 

商工会議所     

会津若松商議所 会議所内 

 

1,500 15,000 

 

7,500 

 

 

会津喜多方商議所 〃 1,000 10,000 

 

5,000 

郡山商議所 〃 5,000 50,000 25,000 

白河商議所 〃 3,100 31,000 

 

15,500 

福島商議所 〃 5,000 50,000 25,000 

須賀川商議所 〃 1,500 15,000 7,500 

信用金庫     

郡山信用金庫 各支店 85,850 858,500 429,250 

福島信用金庫 各支店 58,748 587,480 293,740 

須賀川信用金庫 各支店 20,000 200,000 100,000 

二本松信用金庫 各支店 12,000 120,000 60,000 

白河信用金庫 各支店 23,235 232,350 116,175 

あぶくま信用金庫 各支店 10,328 103,280 51,640 

会津信用金庫 各支店 21,982 219,820 109,910 

ひまわり信用金庫 各支店 46,689 466,890 233,445 

道の駅     

道の駅いいたて村 道の駅内 202 2,020 1,010 

道の駅たまかわ 道の駅内 750 7,500 3,750 

道の駅羽鳥湖高原 道の駅内 250 2,500 1,250 

道の駅季の里天栄 道の駅内 750 7,500 3,750 

道の駅安達 道の駅内 1,250 12,500 6,250 

道の駅会津柳津 道の駅内 156 1,560 780 

道の駅ばんだい 

 

道の駅内 750 7,500 3,750 

道の駅あいづ湯川坂下 

 

道の駅内 750 7,500 3,750 

道の駅さくらの郷 道の駅内 427 4,270 2,135 

道の駅川俣 道の駅内 500 5,000 2,500 

商業施設・スーパー     

NewDays 県内各店舗 51,000 510,000 255,000 

マルト 県内各店舗 

 

38,250 382,500 191,250 

イオンモール いわき小名浜店 16,999 169,990 84,995 

イオン東北 県内８店舗 18,523 185,230 92,615 

ｲｵﾝｽｰﾊﾟｰｾﾝﾀｰ 県内２店舗 2,250 22,500 11,250 

いわき市観光物産 C 店内 2,500 25,000 12,500 

Mot.Com 施設内 

 

3,000 30,000 15,000 

ラトブ 店内 6,500 65,000 32,500 

やまや 県内各店舗 21,468 

 

214,680 107,340 

日和田ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ 店内 5,000 50,000 25,000 

合計  467,207 4,672,070 2,336,035 
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② 食事券販売の上限は１人１回当たり販売価格 20,000円分までとした。 

 

   ■キャンペーン開始時の一般向け告知 B２ポスター（図⑧） 

  ③ 食事券の最終有効期限は令和３年７月３１日までの日付で設定した。 

    □食事券の有効期限：令和３年１月３１日（当初） 

              令和３年６月３０日（延長） 

              令和３年７月３１日（再延長） 
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  ④ 加盟飲食店におけるテイクアウト及びデリバリーでの食事券利用は可

能とすることも可とした。 

 

     ■④についての公式 HP内の記載（図⑨） 

 

  ⑤ 食事券には、Go To Eat キャンペーンにより発行されたものであるこ

とを明記した。事業開始当初、２回ほど誤って他の食事券が送られて来

た際は、事務局から飲食店に連絡を取り、説明した上で返送した。以降

は同様の事象は発生しなかった。また、有効期限、つり銭が出ない旨を

裏面に見やすく明記した。また、光沢潜像印刷（特定の角度で見た際に

光沢感のある複数の絵柄が出現する。カラーコピーや写真製版では再現

できない）を採用し、偽造防止対策を図った。 

【P6図④～⑦を参照】 
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⑥ 本事業により発行する食事券は、消費者が使用した食事券を給付金から

精算する時に、使用されなかった食事券の数を正確に把握できるように対

応した。具体的な取り組みは以下のとおり。 

・食事券は GTE事業以外の食事券と区別するために、GTEキャンペーン 

の食事券である事を明記した。 

    ・販売前食事券は、警備会社の金庫で保管し、各販売窓口には終業時間 

施錠出来る金庫での保管を依頼した。 

・加盟飲食店から送付された使用済食事券と換金伝票は、換金窓口で 

OCR読み取り、換金伝票との照合を行い、相違ない場合は事務局で振込 

を行った。また換金窓口から月１回の枚数の報告を受け、換金済食事券 

と、未使用食事券の枚数を随時把握した。 

・換金が終了した食事券は、計数の後、換金窓口（DNP）の金庫室で保管 

した。本事業の精算完了後に溶解処理を行う予定である。 

  

⑦ 福島県事務局は、換金窓口からの報告を基に、月に２回加盟飲食店ご 

 とに枚数を集計した。 

    集計に当たっては、機械によるカウントおよび複数の者によるダブル 

チェックなどにより正確に実施した。複数の者によるダブルチェックでは、 

データの読み手と聞き手を変え、異なる者の組合せで、複数回確認を行 

なった。 
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⑧ 食事券発行の概要は、Web サイトなどにおいて消費者に分かりやすく 

周知を行った。 

    

■公式 HP内の食事券の概要についての記載（図⑩） 

    

■公式 HP内の食事券の概要についての記載（図⑪） 
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■公式 HP内の食事券の概要についての記載（図⑫） 

   

■公式 HP内の食事券の概要についての記載 ※事業開始時（図⑬） 
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（３）食事券の使用、回収後の飲食店への代金の振込 

  ① 本事業により発行、販売された食事券を、登録する飲食店に来店した

消費者が使用した場合、当事務局は、食事券使用分の飲食代金を、飲食

店に振り込んだ。 

 

■加盟飲食店マニュアルに記載した「換金の流れ」（図⑭） 
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 □換金方法 

   加盟飲食店は、キャンペーン加盟認定時に送られたスターターグッズ 

（マニュアル、換金用伝票、送付用封筒、封緘シール等）を使用して、 

月２回の締め日に合わせて使用済食事券を食事券回収事務局へ送付する。 

事務局にて仕分け、OCR読込、加盟店別清算書を作成して福島県事務局に 

データを戻し、確認した上で各飲食店に振込を行う。 

 

■飲食店への換金額（表②） 

地域 換金取次機関 換金額（円） 

県内全域 三菱 UFJ 5,815,265,000 

   

合計 5,815,265,000 

      ※余剰金 19,858,000円（未利用分 24,822,500円） 

 

  ② 食事券使用分の飲食代金の振込の頻度、振込日を以下表③のとおり設 

定した。振込の頻度は、仕様書「受け取った日から入金されるまでの期 

間を 40日以下となるよう可能な限り短く設定する」とあるが、本事業の 

主旨を踏まえ、福島県事務局では、月２回を基本とし、食事券受取から 

３週間で振込できるよう表③のとおり設定した。 

  ■振込回毎の内訳（表③） 

振込日 換金額 振込件数 伝票送付数 

日程①（12/10 振込）   ¥85,928,000 428 564 

日程②（12/24 振込）   ¥424,823,000 1,055 1,476 

日程③（1/8 振込）   ¥213,933,000 618 649 

日程④（1/22 振込）   ¥445,878,000 1,112 1,526 

日程⑤（2/8 振込）   ¥519,312,500 1,143 1,446 

日程⑥（2/24 振込）   ¥432,760,000 1,107 1,519 

日程⑦（3/10 振込）   ¥165,647,500 537 683 
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■振込回毎の内訳（表③）     

日程⑧（3/24 振込）   ¥324,922,000 1,112 1,416 

日程⑨（4/7 振込）   ¥170,030,000 657 804 

日程⑩（4/22 振込）   ¥466,589,500 1,256 1,611 

追加日程⓫（5/14 振込） ¥371,563,500 970 1,229 

追加日程⓬（5/28 振込） ¥314,250,500 998 1,261 

追加日程⓭（6/11 振込） ¥382,748,000 1,087 1,373 

追加日程⓮（6/29 振込） ¥331,085,000 1,123 1,432 

追加日程⓯（7/16 振込） ¥210,161,500 734 931 

追加日程⓰（8/4 振込） ¥300,311,000 1,191 1,496 

追加日程⓱（8/19 振込） ¥143,682,000 396 532 

追加日程⓲（9/3 振込） ¥509,577,500 2,045 2,828 

※イレギュラー対応分振込 ¥2,062,500 14 14 

合計 ¥5,815,265,000 17,583 22,790 

 ※イレギュラー対応分振込 9/16（10件\330,000）9/29（1件\3,500） 

10/29(3件\1,729,000) 

  ※イレギュラー分振込の理由は、飲食店から最終受付期日を過ぎて 

  送られてきた使用済食事券にも対応して振込を行ったため。 
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③ 飲食代金の換金の方法は加盟飲食店マニュアルで各飲食店に分かりや

すく周知を行った 

 

■加盟飲食店に配布したマニュアル内「換金手順」（図⑮） 



 

   

17 

 

■加盟飲食店に配布したマニュアル内「換金手順」（図⑯） 
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 ■加盟飲食店に配布したマニュアル内「換金 入金について」（図⑰） 
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□参加飲食店への周知について 

   ・参加飲食店に対しては、換金方法、振込時期の周知を図るため、 

   「加盟飲食店マニュアル」を冊子で作成し、参加店すべてに郵便で 

送付した。（P16～18 図⑮～⑱参照） 

 

   ・利用期間が「再延長」で７月３１日まで延びた際は、全ての加盟 

参加店にマニュアル等を再送付し、換金最終期限等の注意事項の周 

知を徹底した。（P20～21 図⑱～⑲参照） 

 

 

■事業開始時に加盟飲食店に送付したマニュアル内、換金スケジュールの表示

（図⑱） 
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 ■事業期間延長時に加盟飲食店に送付したマニュアル内、換金スケジュール 

の表示（図⑲） 
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 ■再延長の際に加盟飲食店に送付したマニュアルの一部（図⑳） 
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 ■再延長の際に加盟飲食店に送付したマニュアルの一部（図㉑） 
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（４）実績確認監査等事業者への報告 

  ① 福島県事務局は、キャンペーン期間中、食事券販売・使用の実績を、

実績確認監査等事業者と協議の上、別途定められた様式により、毎月 

報告した。なお、食事券の販売、使用状況を CSVファイルで報告可能 

とし、効率的な対応に応じた。 

     ■提出した「回収情報」「支払情報」に関するファイル数（表④）。 

 
支払情報 

報告ファイル数 

回収情報 

報告ファイル数 

GTE福島県事務局 11 11 

合計 11 11 

                     

  ② 福島県事務局は、キャンペーン期間中、飲食店への代金振込の実績を 

取りまとめた書類と、それらの根拠となる証拠書類を、実績確認監査等 

事業者と協議の上、別途定められた様式により、毎月報告した。なお、 

食事券の販売、使用状況を CSVファイルで報告可能とし、効率的な対応 

に応じた。 

 

  ③ 福島県事務局は、キャンペーン期間終了後、食事券販売、使用の実績 

と、飲食店への代金振込の実績、その根拠となる証拠書類を、実績確認 

監査等事業者と協議の上、別途定められた様式により、実績確認監査等 

事業者へ報告し、承認を得た。 

 

  ④ 福島県事務局は、毎月の報告やキャンペーン終了後の報告が円滑に行 

われるよう、事業開始に当たり、事前テスト報告に協力し、実績確認監 

査等事業者の指定する方法により、ダミーデータの提出などを行った。 

    また、提出データの正確性に責任を負い、実績報告や根拠資料のデー 

タ提出に当たっては、複数の者によるダブルチェックを行った。複数の 

者によるダブルチェックでは、データの読み手と聞き手を変えて、異な 

る者の組合せで、複数回確認を行い、正確を期した。 

  ⑤ 福島県事務局は、実績確認監査等事業者が行う不正防止のためのヒア 

リング、監査、抜き打ち検査などに協力した。 

 □ヒアリング：電話・メールにて随時 

    □監査：日時 令和２年１２月１５日（火） 

        場所 福島県事務局（郡山市駅前大通り会館） 

        来訪 実績確認監査等事業者（EY社）２名  

        内容 食事券保管在庫の数量の定期確認、給付金規定表示に 

           ついて 
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  ⑥ 福島県事務局は、実績確認監査等事業者との連絡窓口を設置した。 

    事務局内２名体制で対応 

 

    □集合型商業施設による一括換金について 

     農林水産省との契約書内の仕様書において「食事券使用分の飲食代 

金を、登録する飲食店に振り込むものとする」とあるが、集合型商業 

施設等においては、一括して換金する商業施設もあることから、商業 

施設内の飲食店ごとの毎回の換金枚数、金額、商業施設からの飲食店 

への振り込みなどについて状況を確認し、実績確認監査等事業者に報 

告した。 

    【対象施設】 

    ・道の駅 あいづ湯川・会津坂下（施設内に２店舗） 

 

（５）相談窓口・申請案内等事業者との連携 

  ①  福島県事務局は、相談窓口・申請案内等事業者が、加盟飲食店の承認 

時に店頭ツールを送付するために、事務局で承認した加盟飲食店のリス 

トを毎週１回程度の頻度で提供した。 

  ② 受託者は、委託者の指定する事業者が、食事券発行事業者と連携する 

広報を実施することに協力した。 

  ③ 福島県事務局は、相談窓口・申請案内等事業者との連絡窓口を設置し 

た。 

 

（６）飲食店の新規加盟促進 

  ① 福島県事務局は、キャンペーン期間中に本事業への参加を希望する飲 

食店を、広く募った。  

■参加飲食店舗数(事業終了時)：2,843店舗（図㉒） 
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 〇 福島県内の各商工会議所、商工会のネットワークを活用して、域内の飲 

  食店に対して事業参加の告知を行うなど、積極的に参加店の募集活動を行 

った。（令和２年９月～令和３年７月）  

 〇  要請に応じて、いわき市商工会議所、郡山市商工会議所などの会員向け 

に、キャンペーンの説明会を実施して事業参加を呼び掛けた。 

    ■郡山市商店街連合会への事業説明会（図㉓） 

   
○  テレビコマーシャル、新聞等を利用した告知（消費者への利用促進も含 

む） 

  ・福島県内民放テレビ４局においてコマーシャルを放映 

   局名：福島中央テレビ、福島テレビ、福島放送、テレビユー福島 

   期間：令和２年 10月５日～12月 25 日、令和３年３月８日～３月 14 日、 

   ５月 15日～25日、７月１日～７月 30日 

  ・福島県内民放ラジオ２局においてコマーシャルを放送 

   局名：ふくしまエフエム、ラジオ福島 

   期間：令和２年 10月５日～12月 25日 

  ・福島県紙２紙に新聞広告を掲載 

   新聞名：福島民報、福島民友 

   掲載日：令和２年 10月５日、11月２日、11月６日、12月４日 

   令和３年３月８日、５月 15日、７月 16日、７月 26日 

  ・福島県内 JR主要駅、東北本線と磐越西線の車内中吊りにポスター掲出 

   掲出駅と期間：福島、郡山、会津若松、白河、新白河、矢吹、須賀川 

   安積永盛、本宮、松川、金谷川、船引、三春、喜多方、いわき、 

原ノ町、相馬 

   令和２年 11月５日～30日、令和 3年７月４日～31日 

   掲出路線と期間：東北本線（701系）、磐越西線 

   令和２年 11月２日～26日、令和 3年７月２日～25日 
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  ■キャンペーン開始時のテレビコマーシャル絵コンテ（図㉔） 
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■キャンペーン開始時のラジオコマーシャル元原稿（図㉕） 

 

 

 



 

   

28 

 

 

  

  ■キャンペーン開始時の新聞広告（図㉖） 

  

   
   ■JR東北本線の車内ポスター掲出（図㉗） 
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   ■加盟店募集チラシ表面（図㉘） 
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  ■加盟店募集チラシ裏面（図㉙） 
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  ② キャンペーン期間中に、加入する飲食店には、基本手数料（固定費）

を無料とした。 

   

 

 ■加盟店の手数料を無料とする公式 HP内での表示（図㉚） 
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（７）消費者の利用促進 

  ① 福島県事務局が発行、販売する食事券の消費者による利用を促進する 

ために、Web ページ上に食事券の購入方法、利用方法、利用できる飲食 

店等を掲載した。 

   ■公式 HP内での表示（P11図⑩～⑫参照） 

   

   ■公式 HP内での表示（図㉛） 

   
   ■公式 HP内での表示（図㉜） 
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  ■公式 HP内でのエリア別検索時の表示例（図㉝） 
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② 本事業による食事券を利用できる飲食店において、ポスターや 

ステッカーを貼ることなどにより、消費者がすぐに分かるよう工夫した。 

  
   ■参加飲食店が掲出したポスター ※期間延長時（図㉞） 
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     ■参加飲食店が掲出したステッカー ※キャンペーン開始時（図㉟） 

 

  ③ 地域での広報による周知として、福島県内のフリーマガジン「aruku」 

   を使用して、記事広告によるキャンペーンの告知と利用促進を図った。 

  
  ■フリーマガジン「aruku」の掲載紙面（図㊱） 
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（８）不正防止対策 

  ① 飲食店による自己取引、架空取引、虚偽報告に対する対策を講じた。 

具体的には、全ての参加飲食店に配布した「加盟飲食店マニュアル」に 

おいて、参加店の不正防止に関する文面を記載し、注意喚起を徹底した。 

    また、不正防止を含むガイドラインの遵守について誓約した同意書を 

参加飲食店に提出させた。 

  
■加盟飲食店マニュアル内の表示（図㊲） 

 

  ② 飲食店による加盟店要件の偽装、実態のない店舗の加盟に対する対策 

を講じた。具体的には、参加店登録を行う際、参加店からの申請書と実 

態店舗の存在確認について、電話とホームページ等で確認を行った。 

 

  ③ 飲食店が使用済みの食事券を無効処理しないことによる不正に対する 

対策を講じた。具体的には、参加飲食店に対して「加盟参加店マニュア 

ル」により、消費者が店舗にて食事券を使用した際は、その場で食事券 

をミシン線に沿って（大）（小）に分割し、（大）のみを換金窓口送付 

用、（小）は店舗控えとし、共通の番号を記載した。使用時に食事券が 

分割される事で再利用等の不正対策とした。 
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④  消費者による買占め・転売、偽造など、消費者が行う不正に対する対策 

を以下のとおり講じた。 

〇  消費者による転売に関しては、「メルカリ」などのフリマサイトなど 

を定期的に監視したが、当該食事券の転売は認められなかった。 

     なお、販売にあたっては、「サービス産業消費喚起事業（Go to Eat 

キャンペーン）給付金給付規程」を各販売窓口に掲示した。 

 

■公式 HP内での給付金給付規程の表示（図㊳）※リンク先に PDFファイル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

   

38 

 

〇  消費者による偽造を防止するため、「加盟飲食店マニュアル」において、 

参加店が食事券を受け取る際の留意事項を広く注意喚起し、換金事務を行 

う際においても、換金の都度、偽造防止が施された食事券である事を確認 

した。 

  

■加盟飲食店マニュアル内の食事券取扱に関する表示（図㊴） 
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■加盟飲食店マニュアル内の食事券取扱に関する表示（図㊵） 
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〇  販売窓口では販売業務に当たる担当者に対し一人あたりの購入上限が 

２万円（１回あたり）である事を販売窓口マニュアルにより徹底し、ま 

た購入者に対してはポスター等で周知して買い占め対策とした。 

   

■販売窓口マニュアル内の購入上限に関する表示。他３か所記載（図㊶） 

    

■販売窓口に掲出されていたポスター内での購入上限の表示（図㊷） 
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⑤ 受託者内部において発生し得る不正を防止するため、これに対する対策を

講じるものとする。 

〇食事券の販売における不正防止対策 

・印刷された食事券は、警備会社の車両にて、各販売窓口に納品し、残 

数は警備会社の金庫にて保管した。 

・食事券の販売冊数を、週毎に各販売窓口から報告を受けて事務局で集 

約し、月単位で販売手数料を差し引いて販売窓口に請求した。 

〇換金に持ち込まれた利用済食事券の流用を防ぐ対策 

・換金受付が完了した食事券は、当該店舗への換金が完了次第、換金窓 

口の金庫で保管した。（換金窓口に送付されるのは分割された食事券の 

一部であるため、不正流用や再利用は出来ない） 

 〇誤振込を防ぐための対策 

   ・換金窓口から集計された換金枚数一覧と換金伝票を照合し、支出手続 

きを複数名での確認の後、実行した。 

  

プロジェクプロジェク事業者コー店舗名 CSV取込日締め年月 取込回数 行番号 記入日 読取_500円読取_500円読取_1000読取_1000未読_500円未読_500円未読_1000未読_1000
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 だんまや水産　須賀川店 ####### Dec-20 2 1 12月18日 82 41000 207 207000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 味処大番御山本店 ####### Dec-20 2 2 12月18日 619 309500 1845 1845000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 味処大番竹林亭 ####### Dec-20 2 3 12月18日 775 387500 2358 2358000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 味処大番保原店 ####### Dec-20 2 4 12月18日 179 89500 627 627000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 味処大番こけしの里店 ####### Dec-20 2 5 12月18日 85 42500 350 350000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 白樺伊達店 ####### Dec-20 2 6 12月18日 62 31000 149 149000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 養老乃瀧　新白河店 ####### Dec-20 2 7 12月18日 132 66000 357 357000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 養老乃瀧　矢吹町店 ####### Dec-20 2 8 12月18日 32 16000 185 185000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 レストランオステリア ####### Dec-20 2 9 12月18日 12 6000 55 55000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 和風料理まるふじ ####### Dec-20 2 10 12月18日 93 46500 294 294000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 焼肉　牛べぇ ####### Dec-20 2 11 12月18日 108 54000 323 323000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 カレーハウスＣｏＣｏ壱番屋　####### Dec-20 2 12 12月18日 40 20000 64 64000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 ロイヤルインドレストラン福島####### Dec-20 2 13 12月18日 16 8000 82 82000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 網元 ####### Dec-20 2 14 12月18日 15 7500 39 39000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 アクア・ディ・マーレ ####### Dec-20 2 15 12月18日 188 94000 494 494000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 一二三食堂 ####### Dec-20 2 16 12月18日 67 33500 159 159000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 うなぎの福田 ####### Dec-20 2 17 12月18日 500 250000 1382 1382000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 手打ちそばいしむしろ ####### Dec-20 2 18 12月18日 24 12000 111 111000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 焼肉天心 ####### Dec-20 2 19 12月18日 325 162500 1008 1008000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 富士急レストハウス ####### Dec-20 2 20 12月18日 5 2500 1 1000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 喜多方ラーメン来夢　喜多方本####### Dec-20 2 21 12月18日 34 17000 81 81000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 レストラン楓 ####### Dec-20 2 22 12月18日 137 68500 707 707000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 割烹亀屋 ####### Dec-20 2 23 12月18日 100 50000 341 341000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 レパコガーデン本店 ####### Dec-20 2 24 12月18日 57 28500 176 176000 0 0 0 0
070009-1 GoTo Eatキ1.07E+08 桐屋・権現亭 ####### Dec-20 2 25 12月18日 23 11500 111 111000 0 0 0 0  

   ■換金枚数一覧の表示の一部（図㊸） 

   

■換金伝票の例（図㊹） 
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⑥  飲食店や受託者による不正が発覚した場合、委託者が事業者名を公表す 

るなどの措置を講じることを想定していたが、実際には不正が疑われる事 

案はなかった。 

 

（９）問い合わせ対応 

  福島県事務局は、キャンペーン期間中に、本事業のうちキャンペーンの実 

施等に係る消費者及び飲食店からの問合せに対応した。 

 

   □設置期間 令和２年 10月から令和３年９月まで 

   □電話受付（対応時間：９:３０～１７:００） 対応実績 約 5000件 

    福島県 GoToEatキャンペーン事務局    

 消費者一般からのお問い合わせ 024-973-7111 

            飲食店からのお問い合わせ     024-953-6321 

             

（10）事業の実施結果（成果）、所見 

令和２年 11月２日から令和３年６月 30日までの食事券販売で、 

発行総額 60億円（48万冊）に対して販売総額 58.4億円（46.7万冊）と、 

コロナ感染拡大による２回の販売停止があったものの、ほぼ計画通りに近い 

事業となった。 

キャンペーン開始当初は、消費者や参加希望飲食店などからの問い合わせの 

対応も多くコールセンターの負担は大きかったが、紙の食事券のみで、シンプ 

ルでわかりやすいキャンペーンであった事から、周知、浸透も早く「コロナ禍 

で苦しむ飲食店を応援する」という目的は十分に達成できたものと考える。 

キャンペーン期間中には忘新年会や歓送迎会といった、飲食店としては例年 

であれば大きな商機となる時期を含んでいたが、全国的な自粛と重なり宴会利 

用を目的に食事券を購入された方々からの問い合わせや、返品希望もあった。 

また、福島県の場合千円券 10枚、五百円券５枚で一冊という構成であったた 

め、ランチ利用での利便性が良くないという声もあった。仕様や印刷コストに 

も関わってくるが、五百円券を多めに設定した方が利用者には使いやすかった 

かと考える。いずれにせよ、７か月の期間中大きなトラブルや問題も発生せず、 

キャンペーンを終える事が出来て有意義な事業であったと思う。 

 なお、余剰金の使途については地域に還元できるよう県と協議を進めていく。 
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■福島民報 令和２年 11月３日記事（図㊻） 
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■福島民友 令和２年 11月３日記事（図㊼） 
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■福島民友 令和２年 11月３日記事（図㊽） 
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■福島民報 令和２年 11月 11日記事（図㊾） 
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■福島民友 令和２年 11月 19日記事（図㊿） 

 


